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学校再開後１ヶ月が経ちました。ようやく学校も通常の軌道に乗り始め、新生活様
式の中で教育活動を進めています。6月29日(月)には、生徒総会が行われ、今年度の生
徒会活動について協議がなされました。このコロナ禍を乗り切り、大変な中でもより
よい多良木中学校を創っていこうとする生徒たちの姿を見ることができて、大変うれ
しく思ったところです。また、昨日はＰＴＡの合同委員会も開催されました。こちら
も２ヶ月遅れでの開催となり、ようやく本年度のＰＴＡ活動も動き出したというとこ

ろです。今年度役員になられました保護者の皆様、今年１年どうぞよろしくお願いします。先の見えない
中での活動となり、もどかしさを感じられることも多々あるのではないかと思いますが、多良木中の子供
たちに身に付けてもらいたい３つの力「将来を展望する力（Vision) 自他を大切にする力(Emotion) 最
後までやり抜く力(Acition)」を皆様とともに育てていくことを柱として、学校も荒川ＰＴＡ会長さんとし
っかり相談をしながら、教育活動を進めていきますので、それぞれの皆様のお力添えをどうぞよろしくお
願いします。皆で協力して、コロナ禍を吹き飛ばしましょう！

日々前進する多良木中をめざして ～生徒総会～ 「心の絆を深める月間」の取組
6月29日(月)に今年度の生徒総 ６月は、心の絆を深める月間でし

会が行われました。生徒総会は、た。本校では、人権学習、道徳、学
今年度の生徒会の活動方針や活 級活動、集会等を実施しながら、生
動計画について生徒全員の参加 徒同士はもちろん、職員との絆を深
により協議し、決定していく場 め、一人一人にとって居心地のよい
です。従来ならば、体育館に全 学級、学校となるよう学習を行いま
生徒が集合し実施するのですが、した。各学級の活動では、学級の人権宣言を生徒たち

今年はオンラインによるリモート総会という形で実 が話し合って決めました。また、各学級の人権宣言を
施しました。この行事は、生徒たちにとって、特に 持ち寄って、多良木中としての人権宣言を下記のとお
生徒会執行部等にとっては、一大イベントで、ここ り決定しました。一人一人が意識をして、居心地のよ
に至るまでは、数回に及ぶ話し合い、学級での話し い学校づくりに努めてくれることを期待しています。
合い、リハーサルを繰り返して本番に臨みます。当
日は、オンライン上の会話で中々難しそうでしたが、
学級討議も取り入れながら、無事に今年度の活動方
針等が決定されました。承認さ
れた生徒会目標です。

「和顔愛語（わげんあいご）」について
この言葉は、禅の言葉ではありますが、広く一般でも使われ、

社是にしている会社も多いと聞きます。意味は、「笑顔で思いやり
のある言葉かけをする」ということです。私は、校長として関わ
った学校で、必ず年度当初に、職員に対してこの話をしてきまし
た。また、機会を見て子供たちにも話をしています。私たちの生
活の中においては、何気ない会話の中で、もしかしたら、気づか
ないまま相手にとっていやなことを言ってしまっているかもしれ
ません。また、仏頂面で話をしても、相手は心を開いてくれませ
ん。こと生徒に対するときは特に大事で、日頃から「和顔愛語」
に気をつけて接していると、次第に学校全体が柔らかな雰囲気に
なっていったように思います。特別な力が必要
なわけではなく、誰でも意識したらできること
ですので、拡がっていったらいいなと思ってい
るところです。

部活動の大会について

３年生が出場する代替大会が
7/23からの４連休を利用して実
施されるようです。それぞれの
部からお知らせがあると思いま
す。３年生は最後の大会になる
と思います、精一杯練習の
成果を発揮して思い出に
残る大会にして下さい。
フレーフレー多中！

多良木中学校
アクションプラン

〇礼儀を重んじ
〇時間を守り
〇周りを美しく

凡事徹底！
がんばっていこう！

３日(金) 耳鼻科検診
６日(月) 町教育委員会訪問 授業アンケート
７日(火) 定期テスト（～9日）
８日(水) 校内研修
９日(木) フッ化物洗口
14日(火) 租税教室（３年）教育事務所学校参観
15日(水) 性教育旬間（～21日） 校内研修
16日(木) フッ化物洗口 内科検診
17日(金) 授業参観 学年ＰＴＡ 内科検診
21日(火) 性教育講演会１，３年 検尿二次
22日(水) 職員会議 検尿二次
23日(木) 海の日
24日(金) スポーツの日
29日(水) 三者面談(久米地区)
30日(木) 三者面談(黒肥地地区) フッ化物洗口
31日(金) 三者面談(多良木地区)

７月の行事予定７月の行事予定

日々前進
一人一人がかがやき新しい伝統
を創造する多良木中へ


